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１
月
29
日
（
木
）、
原
里
小
学
校
３
年

生
74
人
を
対
象
と
し
て
、
車
椅
子
体
験

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
学
園
職
員
７
人
（
理
学
療
法

士
、
介
護
福
祉
士
ら
）
が
地
域
の
社
会

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
講
師
を
務
め
、

車
椅
子
の
種
類
や
操
作
方
法
を
説
明
し

た
後
、
７
班
に
分
か
れ
車
椅
子
試
乗
を

行
い
ま
し
た
。

　

試
乗
中
は
体
育
館
に
あ
る
マ
ッ
ト
を

段
差
に
見
立
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
普
段
の
生
活

の
中
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
変
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る

の
か
気
付
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

〈
さ
く
ら
学
園
職
員
の
感
想
〉

☆
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
子
供
た
ち

は
車
椅
子
の
操
作
が
で
き
て
感
心
し
ま

し
た
。

☆
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
と
接
す
る

機
会
を
今
後
も
持
っ
て
い
き
た
い
！
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市社協は、成年後見事業を推進しています。

　
「
地
域
で
つ
な
が
り
、
だ
れ
も
が
笑
顔
あ
ふ

れ
、
安
心
し
て
、
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

を
推
進
す
る
組
織
と
し
て
、
市
社
協
の
積
極

的
な
事
業
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
一
人

一
人
の
力
を
結
集
し
、
一
丸
と
な
っ
て
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❶ 

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
な
ど
と
の
一
体
運
送
を
含
む
。）
の
創
出 

❷ 

成
年
後
見
事
業
（
市
民
後
見
人
の
養
成
、

活
動
支
援
を
含
む
。）
の
推
進 

❸ 

包
括
的
相
談
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施 

❹ 

第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進

 

第
６
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定 

❺ 

経
営
事
業
体
と
し
て
の
組
織
体
制
整
備

と
財
政
基
盤
の
強
化

重
点
目
標 事

業
計
画

市
社
協

令和８年度

事
業
活
動

１
組
織
の
強
化
と
財
政
基
盤
の
確
立

２
第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進
と

第
６
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

３
調
査
研
究
活
動

６
低
所
得
者
世
帯
・罹
災
世
帯
等
へ
の
福
祉
活
動

４
啓
発
活
動
の
推
進

５
児
童
福
祉
活
動

７
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

８
高
齢
者
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

10
福
祉
車
両
及
び
福
祉
機
器
等
貸
出
事
業

９
高
齢
者
福
祉
活
動

11
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業（
菜
の
花
）

12
居
宅
介
護
支
援
事
業

13
訪
問
介
護
事
業

23
福
祉
団
体
と
の
連
携

24
福
祉
教
育
の
推
進

25
ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談

26
共
同
募
金
運
動
の
推
進

27
団
体
活
動
の
支
援

28
そ
の
他

15
心
身
障
害
児（
者
）福
祉
活
動

19
母
子
父
子
福
祉
活
動

14
通
所
介
護
事
業

17
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

20
地
域
福
祉
活
動

21
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

22
災
害
時
の
支
援
活
動

18
成
年
後
見
事
業（
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
事
業
）

16
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
の
実
施

350円

500円

基本プラン

天災・地震補償プラン
（基本プラン＋地震・津波・噴火による死傷）

保険料プラン
ボランティア活動保険 年間保険料

令和８年度 ボランティア活動保険加入手続き受付中
　ボランティア活動保険は「ボランティア活動中や活動場所への往復途上にけがをしてしまった」「他人に
けがをさせてしまった」「物を壊してしまった」などの万が一の事故を補償します。

市社協地域福祉課 電話 70ｰ6801
申込み・問合せ

令和８年４月１日～令和９年３月31日
※中途加入の場合は加入手続き完了日翌日～令和９年３月31日

補償期間



市社協は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

3

令和８年度　当初予算の概要

収入内訳

収入内訳予算額 単位：千円

会費収入

寄附金収入

経常経費補助金収入（共同募金を除く。）

共同募金募金配分金収入

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

受取利息配当金収入

その他の収入

基金積立資産取崩収入

前期末支払資金残高

11,787

3,106

48,035

10,240

186,228

647

18,153

3,959

176,096

66,835

42

2,921

0

41,878

収入合計 569,927

支出内訳

支出内訳予算額 単位：千円

法人運営事業

地域福祉活動推進事業

在宅福祉推進事業

共同募金配分金事業

小口資金貸付事業

地域包括支援センター事業

居宅介護支援事業

ホームヘルパー事業

老人デイサービス事業

生活介護事業

御殿場市民交流センター事業

施設整備等支出

積立資産支出

予備費

65,977

55,789

18,392

13,959

1,067

30,139

49,823

23,244

98,082

56,780

114,298

2,499

7,168

32,710

支出合計 569,927

感謝のページ 市社協へ御寄附を頂き厚くお礼申し上げます。
寄せられた御寄附は、有効に活用させていただきます。
（敬称略・順不同）

竃
区

報
徳
文
化
祭
実
行
委
員
会

御
殿
場
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

キ
ミ
美
容
室

川
合
岩
雄

株
式
会
社
ス
ズ
キ
総
業
ス
ズ
キ
総
業
グ
ル
ー
プ

夢　

咲
子

御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

御
殿
場
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

林
昌
寺

海
野
克
比
古

有
限
会
社
二
の
岡
フ
ー
ヅ

住
電
装
プ
ラ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

渡
邉
章
夫

匿
名
10
件

令和７年11月から令和８年3月まで

金
員
の
寄
附

ド
キ
わ
く
ラ
ン
ド
御
殿
場
店

大
豊
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｙ
Ｕ‒

Ｏ
Ｎ
Ｅ　

柳
祉
緩

巣
瀬
武
士

日
本
善
行
会
御
殿
場
支
部

瀧
野
ふ
み
子

鈴
木
喜
久

清
後
区

匿
名
４
件

物
品
の
寄
附温

か
い

お
心
遣
い
、

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　市社協は、住民の皆様からお寄せいただく会員会費、寄附金、県・市からの補助金・助成金・受託金、共同募金配
分金、介護保険・障害者総合支援法によるサービス等の収益を財源として、各種の福祉事業を実施しています。
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市社協は、成年後見事業を推進しています。

いつも市社協の活動を支えていただきありがとうございます

　
「
大
人
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雪
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
独
身

男
女
12
人
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、特
別
な
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
楽
し
み
な
が
ら
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
話

し
や
す
か
っ
た
」

と
の
声
を
頂
き
ま

し
た
。

　

一
対
一
ト
ー
ク

の
後
、
最
終
的
に

３
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
‼
雪
の
降

る
中
で
の
婚
活
は

と
て
も
印
象
深
い

も
の
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
皆
様

の
「
素
敵
な
出
逢

い
」
を
応
援
で
き

る
よ
う
楽
し
い
企

画
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

〜
雪
が
結
ん
だ

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
婚
活
〜

2/８
日

「甘いものは好きですか？」 窓の外は雪

　今年も一般社団法人玉穂報徳会様
（代表 勝又保彦理事長）から、福祉施設
訪問の一環として、市社協へ寄附金が
届けられました。

3/５
木

玉穂報徳会様による
福祉施設訪問

　有限会社二の岡フーヅ様
（市内東田中1729番地）から
生活困窮者の支援のための寄
附金をお預かりしました。

2/25
水

㈲二の岡フーヅ様による
生活困窮者支援

　市内の子ども食堂や子どもの居場所等、住
民による地域活動支援のために、御殿場ライ
オンズクラブ様 （代表 勝亦英樹会長）から
市社協へ尊い浄財をお寄せいただきました。

2/４
水

御殿場ライオンズクラブ様
による地域活動支援

市社協へお寄せいただいた寄附金は、
当市の地域福祉活動推進のため、貴重な財源として大切に活用させていただきます。
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市社協は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

　「第44回愛の援聴（えんちょう）週間みみの日大会」が、市民会館大ホールで開催されました。この大会は、
聴覚障害者に対する理解を県民に啓発する愛の援聴週間（３月３日～９日）の活動の一環として毎年県内で
開催されているイベントです。
　情報保障として、手話通訳、パソコン要約、触手話通訳の支援がなされました。
　今回は、テレビでお馴染みの静岡大学教育学部准教授である加藤英明先生の講演「生き物ハンター加藤英明
先生のワクワク探検記！」が行われました。
　開会の際には勝又市長が手話で挨拶を
され、会場が大変盛り上がりました。
　市内の小中学生を始め、県内各地からの
参加があり、
来場者は485
人と大盛況の
うちに終了し
ました。

3/１
日

第44回愛の援聴週間 
みみの日大会が開催されました

　

令
和
７
年
度
法
人
後
見
支
援
員

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
５
人
を

対
象
と
し
て
、「
法
人
後
見
支
援
員

連
絡
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
学
ん
で
き

た
基
礎
知
識
と
、市
民
後
見
人
の

心
構
え
と
し
て
必
要
な
こ
と
の
再

確
認
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、実
務
に
お
い
て
最
も

重
要
で
あ
る
「
意
思
決
定
支
援
」

に
つ
い
て
、実
例
を
基
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。本
人
の
言
葉

に
な
ら
な
い
思
い
を
受
け
止
め
、

ど
う
酌
み
取
っ
て
日
々
の
暮
ら
し

に
つ
な
げ
て
い
く
か
。

　

語
り
合
う
中
で
、「
本
人
が
ど
う

し
た
い
か
」と
い
う
正
解
の
な
い

問
い
に
、共
に
悩
み
、向
き
合
い
続

け
る
こ
と
の
尊
さ
、本
人
に
寄
り

添
い
続
け
る
過
程
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
経
験
の
あ
る
、勝
間
田
久
義
さ
ん
、池
谷
玲
美
さ
ん
を

招
き
、被
後
見
人
と
の
歩
み
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

活
動
の
中
で
感
じ
た
葛
藤
、そ
し
て
本
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
得
ら
れ
た
か
け
が
え
の

な
い
喜
び
な
ど
の
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、後
見
支
援
員
の
方
々
の
心
に
深
く
響
い
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

後
見
支
援
員
の
方
々
が
、市
民
後
見
人
と
な
る
最
大
の
強
み
は
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

豊
か
な
経
験
と
同
じ
地
域
に
暮
ら
す
「
市
民
」と
し
て
の
感
覚
で
す
。後
見
活
動
に
お
い
て

大
き
な
力
（
市
民
と
い
う
専
門
性
）と
し
て
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
民
と
い
う
専
門
性
を
発
揮
し
よ
う
！

目
線
を
合
わ
せ
心
通
わ
せ
る
活
動
を…

3/４
水
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市社協は、成年後見事業を推進しています。

0/00
■

福
祉
系  

男
性
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
講
座
開
催

〜
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
心
の
栄
養
〜

3/９
月

　

ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。講
師
に
静
岡
福
祉
大
学
教
授

の
楢
木
先
生
を
お
招
き
し
、相
談
員
と

し
て
の
心
構
え
や
姿
勢
に
つ
い
て
御

講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

相
談
は
バ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
７
つ

の
原
則
を
順
序
ど
お
り
に
意
識
し
、進

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、そ
の

ほ
か
視
線
、表
情
、目
線
、態
度
、距
離
、

話
し
方
、声
の
ト
ー
ン
、座
る
位
置
な

ど
自
分
の
癖
を
い
ま
一
度
振
り
返
り

支
援
す
る
こ
と
学
び
ま
し
た
。

　

問
題
を
解
決
し
て
い
く
の
は
あ
く

ま
で
も
相
談
者
自
身
で
あ
る
こ
と
、そ

の
た
め
に
相
談
員
は
と
に
か
く
相
談

者
の
話
を
よ
く
聴
く
こ
と
を
よ
り
意

識
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
様
が
困
っ
た
と

き
に
「
相
談
し
よ
う
」と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
相
談
員
一
同
、資
質
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

3/16
月

〜
相
談
員
と
し
て
の「
心
構
え
」を
学
ぶ
〜

講師の楢木先生

　

65
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
と
し
て
開
催
し
、男
性
８
人
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、市
健
康
推
進
課
に
よ
る
健
康
講
座
と
し
て
、自
分
の
体
を
知
っ
て
健
康
な
未
来
を

作
ろ
う
と
い
う
趣
旨
の
下
、体
組
成
測
定
（
体
の
成
分
を
分
析
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
診
る
も

の
）を
行
い
ま
し
た
。測
定
デ
ー
タ
を
確
認
し
な
が
ら
、ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

次
に
、地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
３
人
の

方
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
、参
加
者
と
の
有
意
義
な
交
流

が
で
き
ま
し
た
。

　

日
常
的
に
運
動
を
し
て
い
る
人
よ
り
も
、

社
会
参
加
を
し
て
い
る
人
の
方
が
筋
力
や
活

力
が
衰
え
に
く
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る

と
の
こ
と
。ふ
だ
ん
の
業
務
で
関
わ
る
方
々

を
見
て
、な
る
ほ
ど
！
ま
さ
に
そ
の
と
お

り
！
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
、常
に
地
域
住
民
の
皆
様
の

よ
り
良
い
暮
ら
し
を
保
つ
た
め
の
活
動
を
住

民
の
皆
様
と
共
に
作
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
参
加
型
生
活
支
援
事
業
「
あ
っ
た
か

サ
ポ
ー
ト
」、認
知
症
等
で
判
断
が
難
し
い
方

を
市
民
の
立
場
で
支
援
す
る
「
市
民
後
見

人
」、市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
移
動
支
援

事
業
、居
場
所
活
動
等
様
々
な
活
動
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
ん
な
活
動
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
の
思

い
が
あ
れ
ば
、市
社
協
と
一
緒
に
作
り
ま

し
ょ
う
！
こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
人
生
を
送
る

た
め
に
、一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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市社協は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

　

御
殿
場
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

が
、静
岡
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
催
地
は
伊
東
市
。災
害
に
特
化
し
た
テ
ー
マ
で
行
わ

れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

　
「
防
災
・
減
災
の
第
一
歩
は
、〝
今
〞
を
ど
う
考
え
、備

え
て
い
く
か
」「
自
分
た
ち
の
地
域
や
被
災
者
を
守
る
た

め
に
は
、ま
ず
何
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
か
」を
県

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。平
時
の
地
域
の
つ
な
が
り
作
り
、向
こ
う
三
軒
両

隣
の
関
係
を
日
々
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
を
つ
な
ぐ
、災
害・

減
災・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2/22
日

　御殿場市ボランティア連絡協議会の会員30人は
御前崎市の浜岡原子力発電所を視察しました。
　本年３月11日で東日本大震災から15年。福島原
発事故処理が思うように進まない中、浜岡原発がど
のように安全対策に取り組んでいるか。浜岡原発は、
現在東日本大震災クラスの災害を想定した地下30
ｍ、高さ22ｍの防波壁が敷地海岸全線に設置されて
おり、南海トラフ地震対策として更に４ｍの防波壁
嵩上げ実施する旨説明がありました。大自然の猛威
に100％安全かは不確定な部分もありますが、防災、
安全に対する取組を参加者全員で確認することができました。

「見て感じて考える・浜岡原発　視察研修」
ボランティア連絡協議会リーダー研修3/14

土

　

御
殿
場
・
小
山
フ
ー
ド
バ
ン
ク
協
議
会
は
、企
業
や
団

体
の
御
協
力
の
下
、長
期
休
み
に
入
る
前
に
食
料
品
の
募

集
と
仕
分
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
社
協
は
、御
殿
場
市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
を
中
心

に
、98
世
帯
へ
食
料
品（
フ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
）の
配
布
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

御
殿
場
・
小
山
フ
ー
ド
バ
ン
ク
協
議
会
に
よ
る
活
動

は
、春
・
夏
・
冬
の
年
３
回
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
報
告

3/５
木
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７/５
日

日　時　令和８年７月５日（日）
　　　　午後１時15分から午後３時まで
会　場　市民交流センター「ふじざくら」交流ホール 
講　師　菊地幸夫　弁護士
申込み　市社協地域福祉課　☎70-6801　※事前申込みが必要です。

入場
無料

テレビ番組
多数出演中!!

奮って
御参加ください!

成年後見制度普及啓発講演会
「私たちの生活に
 身近な成年後見制度」

国
土
交
通
省
認
定

　

移
動
支
援
の
担
い
手

の
拡
大
、
更
に
高
齢
者
、

障
害
の
あ
る
方
等
を
支

え
る
人
の
養
成
を
図
り

ま
す
。

　

あ
な
た
も
地
域
の
中

で
「
移
動
」
に
困
っ
て

い
る
方
の
外
出
を
支
援

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

令
和
８
年
５
月
19
日(

火)

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
・

20
日(

水)

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

会　

場　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー｢

ふ
じ
ざ
く
ら｣ 

対
象
者　

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
市
民 

内　

容　

福
祉
車
両
の
特
性
、道
路
運
送
法
、関
係
法
令 

等 

受
講
料　

無
料 

定　

員　

15
名

 

申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
と
な
り
ま
す
。

講　

師　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
が
わ
福
祉
移
動
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

申
込
み　

５
月
８
日(

金)

ま
で
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

市
社
協
地
域
福
祉
課

　
　
　
　

電　

話
（
７
０-

６
８
０
１
）

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
８
９-

５
５
０
１
） 

そ
の
他　

２
日
間
全
日
程
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
国
土
交

通
省
認
定
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。 

受講料
無料

｢
福
祉
車
両
運
転
者
講
習
」

 

受
講
者
募
集
!! 

会　場　森之腰中央公民館　２Fホール（駐車場有ります。）
定　員　100名 
協　力　市社協
申込み　Facebook「てとてとひろば」のメッセージからお願いいたします。

参加費
無料

令和８年6月21日（日） 午後１時30分から４時30分まで（午後１時開場）
映画「こども食堂にて」上映会及び佐野監督＆NPO法人ゆめ・まち・ねっと渡部代表トークライブ


